






























































































ある。   
若きウイルソンはジョン・ピール・ビショツプ、ジョン・ドス・パソス、ス  
コッ トフィツツジェラルドらとともに「新しい文学世代」の有力な一員にあ  
げられ、青春の退廃を謳歌しながら、アメリカでもっとも早く『ユリシーズ』  




を与えられたのであろう。しかし、それから5年もしないうちに、彼はソビエ   
54  赤祖父智二  
トロシアに幻滅しはじめ、フロイトの深層心理学や古代の探求に傾き、税金  





























はならない。   
55  文学理論の再生  
I「シュー／レ・フィクション」の試み  















の光であった。イエイツにしろ、エリオットにしろ、（またD」エ ロレンスな  
ども、その聖壇に加えるなら）、彼らは古代の呪術師や予言者のように現代人  
を魅了した。彼らからその後光をとり去ったら、いったい何が残るであろう  










否定される。   

































を放つと同時に、それを呼び返す者、一言でいえば、言語を言語として指定   
文学理論の再生  
（ヂジグネイト）する者ということになろう」として、エールマンは「したがっ  
て、く〈書き手》 とは、言語の内部にも外部にも存在せず、言語の内部に立ちど  




























捉えているのは注目してよい。   
また、言語における上下といった階型性の否定は、日常言語とメタ言語との  





















2 小説の袋小路と廻り  
本稿の冒頭において、現代では両極分裂一一夢の古代と荒廃の現代一が際  
立っていると述べたが、この二つを橋渡しする試みが、今まで多くは人類学者  










深い指摘もある。とすれぼ、今日はようやくエロスの巻き返し時期にあたると   
文学理論の再生  59  










といえる。   





















物語の質的転換に注目したエッセイが短いながら、リチャード・ピアス（マサ   
60  赤祖父哲二  
チエーセッツのウイートン大学英文学教授）によって書かれている（「枠の中に  































く語る中世の物語詩）の伝統にそいながら、「ご婦人方へ」というはし書きによ   
文学理論の再生  
































デカルト以来の一線はここで緊張の極に達し、切断の一歩手前まできたのであ   
62  赤祖父哲二  
り、沈黙までが積極的な要素として自己主張を開始し、ベケットに続く者にパ  










しないか。   
直進する理論は、右のピアスよりも、アメリカの新しい前衛作家ロナルド・  























ース、 ウイリアム・ギャス、ロバート・クーヴァーらの作家たちがボッサ・ノ  
ヴァの代表選手として掲げられている。この一群の作家たちは、鮒年代末に  










♪ねびβ乃d ro昭Orγ0ひ，1975，Swallow）に、フィリップ・ソルレス、ジャン・  
















ある自律的な実在一にほかならない。フィクションの創造は事実や実在を撤   
赤祖父菅二  
































感すらする。つまるところ、「文学」という概念に根本的な転換が求められて   
文学理論の再生  
いるといってよい。  































































ことでiまなかろうか。   
現代の都市文明がゴミ現象と化しつつあるとは、パーセルミの衝撃的な提示  


















（続稿、ⅠI「構造」概念の浸透）   
